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近畿大学生物理工学部

最先端の研究領域から新たな技術の誕生に挑む

“生体の機能とメカニズムを解明し、次代を担う科学技術・工学技術の創造に応用

する"。近畿大学生物理工学部の特長は、この先進的な研究テーマにあります。取

り組む学問領域も幅広く、工学・農学・理学の分野をそれぞれに発展させたく生物系〉

工学

〈電子・情報系)<機械系〉という学びの3系統を設置。そこから派生する5つの学科を

通じて、各自の専門性を深める実践的な研究を展開しています。実社会への貢献を

意識した研究にも数多く取り組んでおり、その成果は文部科学省の f21世紀COE

プログラム研究教育拠点』に採択されるほど。高い実績と評価を誇る国内トッフ。レベ

ルの環境のもと、未来の礎を築く優れた技術者・研究者の育成に力を注いでいます。

、〆、，

|生物系 l生物工学科 -生命サイエンスコ ス
・食品バイオコース

バイオテクノロジ一分野のさらなる発展に貢献できる人材育成をめざし、微牛守物、値物、動物を対象に、分子・細胞・個体の各レベ

ルで「生命j現象と「食」機能への理解を深める多様な講義・実験を展開。 基礎から最先端まで8つの専門科目群を系統的に学

ぶとともに高度なバイオ技術も習得し、 3年次からは幅広い分野の先端研究に取り組み専門性を高めます。

|生物系 |遺佳子工学科
.ゲノムサイエンスコース
.バイオメデイカルコース

動物、植物、微生物の枠を超え、ゲノムやタンパク質の機能探求といった基礎領域から高度な応用領域まで広く学べるカリキユラム

のもと、遺伝子工学技術の原理を理解すると同時に多彩な利用技術を習得。あらゆる生命現象を分子・細胞・個体レベルの幅広

い観点で捉え、新しい遺伝子工学の専門技能を社会で活かせられる応用力を養っていきます。

|電子情報系 l竃子システム槽報工学科 -生体情報コス
・バイオエレク卜口ニクスコース

十分な基礎固めの Hこ、電子工学や情報工学、システム通信」二学に関する理論と実践をバランス良く学習。「生体に学ぶ」といっ

た観点で生物の複雑なメカニズムを考察し、その優れた生体機能の電子システム情報i:学分野への応用、生体機能を模した高機

能な電子情報技術の開発など、これらの研究の成果を社会へ還元できる技術者の育成をめざします。

|機械系 |知能システム工学科
-知能ロポティクスコ ス .スポーツ生体工学コ ス
.宇宙環境システムコース

最先端科学技術の一つで、あるメカトロニクスの学問分野をはじめ、ロボット工学や生体工学、知的宇宙システム工学、情報・制御・

シミュレーション技術のソフトウェアなど、幅広い学問領域を学びながら専門技術と創造力を追求。環境・エネルギー・医療・福祉な

どの分野において、高度な知能化システムを実現できる優れた開発者・設計技術者を育成します。

!機械系 l生体機械工学科 -機械システムデザインコース .ハイオメカニクスコース
.エネルギシステムコス

生体のメカニズムを機械に活かし、人と自然に優しい「ものづくりjに貢献できる人材教育を実践。人を中心とした機械設計を学ぶ

「機械システムデザイン」、生命体を力学的に解明する「バイオメカニクスj、自然と調和するエネルギー技術を探求する「エネルギー

システムjの3つの履修コースで、質の高いヒューマンライフを支える21世紀のエンジニアを養成します。

大学院生物理工学研究科

世界最高水準の研究レベルを誇る「生物理工学研究科」では、生物理工学部の研究成果を、さらに一歩進

めた教育研究と技術開発を展開。その独創的な研究・開発は生物工学の枠だけにとどまらず、多様な工学的

分野へと応用することにより、これまでにない研究開発課題を実社会へ提供しています。

生物理工学

研究科

生物工学専攻
博士前期課程博士後期課程

分子生物学や細胞生物学の最新知識と生命科学の新技法を、有用物

質の牛ー産や動植物の作出に活用することで、社会への貢献をめざします。

電子システム情報工学専攻|情報処理のための先端デバイスや、音響・i図像をはじめとする通信・
博士前期課程・博士後期課程 l 解析技術の開発など、電子情報分野の教育・研究に取り組んでいます。

機械制御工学専攻
修士課程

機械工学の専門教育を通じて、 4ミ物・生体機能の解明と、その応用研
究(バイオミメティックス)を進め、新たな高度機械技術の開発に挑みます。
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近畿大学生物理工学部紀要投稿規程

(投稿資格者)

第1条生物理工学部(以下「本学部」とし、う)紀要への投稿有資格者は、次に掲げる者とする。

(1) 本学部の教員、職員

(2) 本学部の大学院博士課程及び修士課程の学生

(3) 本学部の研究員

(投稿内容)

第2条投稿内容はいずれもオリジナルであることを条件に次のとおりとする。

(1) 研究論文

(2) 研究ノート

(3) レビュー

(4 ) 論説

(5) 調査報告

(著者等)

第3条原論文が共著の場合、他に本学部以外の者を含んでもよい。

(刊行)

第4条 紀要の刊行は、原則として年2固とする。

(投稿申込)

第5条 投稿しようとする者は、期日までに編集委員会に申し込むものとする。

2. 前項の申し込み者は、原稿締切日までに原稿を編集委員に提出する。

(論文の受理)

第6条 編集委員会は、投稿された論文について査読を依頼し採否を決定する。また、論文原稿の提出日を受理日とする。

(原稿の作成)

第7条 原稿の作成上の留意事項は、次のとおりとする。

(1) 原稿のスタイルは「紀要執筆要領」に従う。

(2) 提出論文は、和文でも英文でもよい。いずれにも表題、著者名およひ和文には英文抄録を、英文には和文抄録をつけ

るものとする。

(3) 掲載論文は、原則として刷り上り 16ページ以内とする。

(4 ) 原稿は印刷したものを2部提出し、査読の結果採択されたものについては、正原稿を電子媒体の形式で作成し、印刷

原稿1部を添付して提出する。

(校正)

第8条 校正は速やかに行うこととし、内容および図などの変更、追加は原則として認めない。

2. 印刷業者との連絡を必要とする場合は、編集委員会を通じて行うものとする。

(別刷り)

第9条別刷りは、論文ごとに50部を無料配布とし、増刷分の費用は著者負担とする。

2. 希望増刷部数は、編集委員会に申し込むものとする。

(著作権)

第 10条開高された論文の著作権は、近畿大学に帰属するものとする。

(附則)

この規定は、平成 11年9月21日より施行する。


